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衆
議
院
議
員
安
倍
基
雄
君
提
出
特
別
公
的
管
理
下
に
あ
る
日
本
長
期
信
用
銀
行
を
リ
ッ
プ
ル
ウ
ッ
ド
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

 

社
を
中
心
と
す
る
ニ
ュ
ー
・
Ｌ
Ｔ
Ｃ
Ｂ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
・
Ｃ
Ｖ
に
売
却
す
る
件
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を 

送
付
す
る
。 

 



 

一 

衆
議
院
議
員
安
倍
基
雄
君
提
出
特
別
公
的
管
理
下
に
あ
る
日
本
長
期
信
用
銀
行
を
リ
ッ
プ
ル
ウ
ッ
ド
・
ホ
ー
ル 

デ
ィ
ン
グ
ス
社
を
中
心
と
す
る
ニ
ュ
ー
・
Ｌ
Ｔ
Ｃ
Ｂ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
・
Ｃ
Ｖ
に
売
却
す
る
件
に
関
す
る
質
問 

に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

金
融
機
能
の
再
生
の
た
め
の
緊
急
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
三
十
二
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第 

五
十
二
条
に
お
い
て
、
金
融
再
生
委
員
会
は
、
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
預
金
保
険
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と 

い
う
。
）
に
特
別
公
的
管
理
銀
行
の
株
式
の
譲
渡
そ
の
他
の
処
分
を
行
わ
せ
る
こ
と
等
に
よ
り
特
別
公
的
管
理
を
終
え
る
も 

の
と
す
る
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
基
づ
い
て
、
金
融
再
生
委
員
会
に
お
い
て
、
株
式
会
社
日
本
長
期
信
用
銀
行
（
以
下

「
長
銀
」
と
い
う
。
）
の
ニ
ュ
ー
・
Ｌ
Ｔ
Ｃ
Ｂ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
・
Ｃ
Ｖ
（
以
下
「
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」
と
い
う
。
）
へ
の
譲 

 
 

渡
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
法
令
上
、
株
式
の
譲
渡
等
に
係
る
決
定
は
、
閣
議
決
定
を
経
る
べ
き
も
の
又
は
国 

会
の
承
認
を
得
る
べ
き
も
の
と
は
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
か
ら
、
金
融
再
生
委
員
会
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
行
う
こ
と
が 

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 



 

二 

長
銀
は
、
平
成
十
一
年
三
月
期
決
算
に
お
い
て
、
債
務
超
過
相
当
額
を
資
産
の
部
の
特
別
公
的
管
理
勘
定
と
し
て
約
二
・ 

八
兆
円
計
上
し
て
い
る
。
当
該
決
算
は
、
長
銀
が
商
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
四
十
八
号
）
等
に
基
づ
い
て
作
成
し
、
監 

査
法
人
に
よ
る
監
査
等
を
経
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
計
上
さ
れ
て
い
る
債
務
超
過
相
当
額
は
、
法
令
等
に
基
づ
く
適
正
な 

経
理
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

金
融
再
生
委
員
会
が
長
銀
の
お
お
よ
そ
の
債
務
超
過
相
当
額
と
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
約
三
・
六
兆
円
に
つ
い
て
は
、 

長
銀
の
保
有
す
る
資
産
と
し
て
適
当
で
な
い
と
金
融
再
生
委
員
会
が
判
定
し
た
資
産
の
一
部
を
長
銀
が
平
成
十
一
年
八
月
十 

六
日
に
株
式
会
社
整
理
回
収
機
構
に
売
却
し
た
際
に
、
同
年
三
月
期
決
算
時
の
損
失
見
込
額
と
比
較
し
て
約
○
・
八
兆
円
の 

追
加
損
失
が
生
じ
る
と
見
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
前
記
の
約
二
・
八
兆
円
に
こ
の
約
○
・
八
兆
円
を
加
え
て
算
出
し
た
も
の 

で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

平
成
十
一
年
十
二
月
二
十
四
日
に
機
構
、
長
銀
及
び
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
の
間
で
締
結
さ
れ
た
長
銀
の
譲
渡
に
係
る
基
本
合
意 

書
（
以
下
「
基
本
合
意
書
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
現
在
機
構
が
保
有
し
て
い
る
長
銀
の
発
行
済
み
の
普
通
株
式
（
以 

下
「
既
存
普
通
株
式
」
と
い
う
。
）
を
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
に
譲
渡
す
る
日
の
前
日
の
貸
借
対
照
表
を
企
業
会
計
原
則
等
に
基
づ 



 

三 

き
作
成
し
、
債
務
超
過
相
当
額
を
算
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
長
銀
が
保
有
す
る
株
式
に
つ
い
て
は
、
特
別
公
的
管
理 

終
了
前
に
、
そ
の
一
部
を
売
却
し
て
含
み
損
益
を
実
現
さ
せ
、
長
銀
の
債
務
超
過
相
当
額
に
織
り
込
む
こ
と
が
予
定
さ
れ
て 

い
る
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
の
要
望
を
踏
ま
え
、
株
式
含
み
益
の
う
ち
二
千
五
百
億
円
相
当
分
に
つ
い
て
は
、
特
別
公
的
管
理 

終
了
後
に
、
必
要
な
株
式
を
売
却
す
る
こ
と
に
よ
り
実
現
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
長
銀
の
自
己
資
本
の
充 

実
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。 

他
方
、
基
本
合
意
書
に
お
い
て
は
、
国
民
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
、
現
在
機
構
が
保
有
し
て
い
る
長
銀
の
発
行
済
み
の
優 

先
株
式
（
以
下
「
既
存
優
先
株
式
」
と
い
う
。
）
の
一
部
を
引
き
続
き
機
構
が
保
有
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
将 

来
、
こ
の
株
式
の
価
値
が
増
大
し
た
場
合
に
当
該
株
式
の
売
却
に
よ
り
相
応
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
実
現
し
得
る
も
の
と 

考
え
て
い
る
。 

四
に
つ
い
て 

基
本
合
意
書
に
お
け
る
長
銀
の
譲
渡
に
係
る
枠
組
み
に
お
い
て
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
は
、
既
存
普
通
株
式
二
十
四
億
千
七 

百
七
万
五
千
株
を
対
価
十
億
円
で
取
得
す
る
と
と
も
に
長
銀
の
新
規
発
行
普
通
株
式
三
億
株
を
千
二
百
億
円
で
引
き
受
け
る 

こ
と
等
に
よ
り
、
合
計
約
二
十
七
億
千
七
百
七
万
五
千
株
の
普
通
株
式
を
保
有
す
る
こ
と
と
な
る
。 



 

四 

他
方
、
機
構
に
お
い
て
は
、
既
存
優
先
株
式
一
億
株
の
う
ち
、
二
千
五
百
四
十
七
万
二
千
株
を
消
却
し
、
残
り
の
七
千
四 

百
五
十
二
万
八
千
株
を
引
き
続
き
保
有
す
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、
金
融
機
能
の
早
期
健
全
化
の
た
め
の
緊
急
措
置
に
関
す 

る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
四
十
三
号
）
に
基
づ
き
、
六
億
株
の
新
規
発
行
優
先
株
式
を
二
千
四
百
億
円
で
引
き
受
け
る 

こ
と
と
な
る
。
既
存
優
先
株
式
の
転
換
に
よ
り
発
行
さ
れ
る
普
通
株
式
は
、
七
千
四
百
五
十
二
万
八
千
株
の
既
存
優
先
株
式 

の
発
行
価
額
の
総
額
九
百
六
十
八
億
八
千
六
百
四
十
万
円
を
現
在
の
転
換
価
格
百
八
十
円
で
除
し
た
約
五
億
三
千
八
百
二
十 

五
万
八
千
株
と
な
る
。
ま
た
、
新
規
発
行
優
先
株
式
の
転
換
に
よ
り
発
行
さ
れ
る
普
通
株
式
の
最
大
数
は
、
当
該
優
先
株
式 

の
発
行
価
額
の
総
額
二
千
四
百
億
円
を
最
低
転
換
価
格
三
百
円
で
除
し
た
八
億
株
と
な
る
。 

こ
の
結
果
、
優
先
株
式
の
転
換
に
よ
り
発
行
さ
れ
る
普
通
株
式
を
含
め
、
機
構
が
保
有
す
る
こ
と
と
な
る
普
通
株
式
の
最 

大
数
は
約
十
三
億
三
千
八
百
二
十
五
万
八
千
株
と
な
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
が
保
有
す
る
普
通
株
式
約
二
十
七
億
千
七
百
七
万 

五
千
株
と
の
合
計
株
式
数
約
四
十
億
五
千
五
百
三
十
三
万
三
千
株
に
占
め
る
そ
の
割
合
は
約
三
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。 

こ
れ
は
、
経
営
の
自
主
性
を
確
保
す
る
た
め
普
通
株
式
へ
の
転
換
後
の
機
構
の
株
式
保
有
割
合
を
限
定
す
べ
き
で
あ
る
と
の 

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
の
要
望
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
既
存
普
通
株
式
及
び
既
存
優
先
株
式
の
う
ち
、
既
存
優
先
株
式 

を
機
構
が
継
続
し
て
保
有
す
る
こ
と
と
し
た
の
は
、
民
間
金
融
機
関
の
経
営
へ
の
介
入
を
極
力
差
し
控
え
る
べ
き
で
あ
る
と 



 

五 

の
考
え
方
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
約
二
十
四
億
株
の
既
存
普
通
株
式
の
対
価
が
十
億
円
で
あ
る
の
は
あ
ま
り
に
安
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
趣
旨 

の
御
指
摘
と
考
え
る
が
、
既
存
普
通
株
式
の
対
価
も
含
め
譲
受
け
を
希
望
す
る
者
の
提
案
内
容
を
比
較
、
検
討
し
た
結
果
、 

法
第
三
条
に
規
定
す
る
破
綻た

ん

処
理
に
係
る
費
用
が
最
小
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
の
原
則
（
以
下
「
破
綻
処
理
費
用
の
最 

小
化
原
則
」
と
い
う
。
）
に
照
ら
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
の
提
案
が
他
の
者
の
提
案
に
比
し
て
よ
り
優
位
に
あ
る
と
判
断
し
た  

も
の
で
あ
る
。 

五
の
1
に
つ
い
て 

特
別
公
的
管
理
と
い
う
特
異
な
状
況
の
下
で
長
銀
の
抜
本
的
な
収
益
改
善
を
図
る
こ
と
に
は
困
難
な
面
が
あ
る
が
、
法
第 

四
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
金
融
再
生
委
員
会
の
指
名
に
よ
り
機
構
が
選
任
し
た
長
銀
の
現
在
の
経
営
陣
は
、
破
綻
処
理
費 

用
の
最
小
化
原
則
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
法
第
四
十
七
条
及
び
第
四
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
長
銀
が
作
成
し
、
金
融
再
生
委 

員
会
が
承
認
し
た
経
営
合
理
化
計
画
や
業
務
運
営
基
準
に
沿
っ
て
適
切
に
対
応
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

長
銀
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
法
第
五
十
二
条
に
お
い
て
、
金
融
再
生
委
員
会
は
、
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、 

機
構
に
特
別
公
的
管
理
銀
行
の
株
式
の
譲
渡
そ
の
他
の
処
分
を
行
わ
せ
る
こ
と
等
に
よ
り
特
別
公
的
管
理
を
終
え
る
も
の
と 



 

六 

す
る
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
破
綻
処
理
費
用
の
最
小
化
原
則
に
基
づ
き
、
長
銀
の
資
産
価
値
の
下
落
等
に
よ
る 

国
民
負
担
の
増
大
を
極
力
回
避
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
預
金
者
等
の
保
護
、
信
用
秩
序
の
維
持
等
を
図
る
観 

点
か
ら
、
で
き
る
限
り
早
期
に
長
銀
に
係
る
特
別
公
的
管
理
を
終
了
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

政
府
と
し
て
は
、
法
第
七
十
二
条
第
二
項
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
預
金
者
等
の
保
護
、
信
用
秩
序
の
維
持
等
を
図
る
観
点 

か
ら
、
金
融
債
に
係
る
債
権
は
全
額
保
護
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

五
の
2
に
つ
い
て 

法
第
四
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
金
融
再
生
委
員
会
の
指
名
に
よ
り
機
構
が
選
任
し
た
長
銀
の
現
在
の
経
営
陣
は
、
破
綻 

処
理
費
用
の
最
小
化
原
則
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
法
第
四
十
七
条
及
び
第
四
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
長
銀
が
作
成
し
、
金
融 

再
生
委
員
会
が
承
認
し
た
経
営
合
理
化
計
画
や
業
務
運
営
基
準
に
沿
っ
て
適
切
に
対
応
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、 

特
別
公
的
管
理
の
下
で
や
む
を
得
ず
生
じ
る
長
銀
に
係
る
種
々
の
資
産
価
値
の
下
落
等
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
べ
き
立
場
に 

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

ま
た
、
金
融
再
生
委
員
会
に
お
い
て
は
、
今
後
と
も
、
長
銀
の
経
営
状
況
を
適
切
に
把
握
し
、
必
要
な
対
応
を
行
っ
て
ま 

い
り
た
い
。 



 

七 

六
に
つ
い
て 

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
は
、
金
融
債
の
発
行
を
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
の
長
銀
の
特
質
を
十
分
勘
案
し
た
上
で
、
長
銀
の
買
収 

に
係
る
諸
条
件
を
提
案
し
て
き
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

七
に
つ
い
て 

一
般
的
に
、
業
況
回
復
等
に
よ
り
長
銀
に
利
益
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
株
主
で
あ
る
機
構
及
び
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
が
そ
の
利 

益
の
相
当
程
度
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
基
本
合
意
書
に
お
け
る
長
銀
の
譲
渡
に
係
る
枠
組
み
に
お
い
て
は
、
長
銀
の
保
有
株
式
の
大
部
分
は
短
期
間
の
う 

ち
に
機
構
に
対
し
、
又
は
市
場
で
売
却
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
機
構
が
取
得
し
た
株
式
に
係
る
株
価
が
上
昇
し
た
場 

合
、
機
構
が
当
該
株
式
に
係
る
含
み
益
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
。 

長
銀
の
譲
渡
に
係
る
枠
組
み
に
お
い
て
、
将
来
、
国
が
ど
の
程
度
の
利
益
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
か
を
予
見
す
る
こ
と
は 

困
難
で
あ
る
が
、
既
存
優
先
株
式
の
う
ち
機
構
が
留
保
し
た
部
分
に
関
し
て
は
、
相
当
程
度
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
実
現 

し
得
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

八
に
つ
い
て 



 

八 

日
本
政
策
投
資
銀
行
の
発
足
や
財
投
機
関
債
の
発
行
が
、
長
期
信
用
銀
行
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
に
つ
い
て 

は
、
現
時
点
で
評
価
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

法
第
五
十
二
条
に
お
い
て
、
金
融
再
生
委
員
会
は
、
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
機
構
に
特
別
公
的
管
理
銀
行 

の
株
式
の
譲
渡
そ
の
他
の
処
分
を
行
わ
せ
る
こ
と
等
に
よ
り
特
別
公
的
管
理
を
終
え
る
も
の
と
す
る
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
こ 

と
、
ま
た
、
破
綻
処
理
費
用
の
最
小
化
原
則
に
基
づ
き
長
銀
の
資
産
価
値
の
下
落
等
に
よ
る
国
民
負
担
の
増
大
を
極
力
回
避 

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
で
き
る
限
り
早
期
に
長
銀
に
係
る
特
別
公
的
管
理
を
終
了
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考 

え
て
い
る
。 

九
に
つ
い
て 

長
銀
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
法
第
五
十
二
条
に
お
い
て
、
金
融
再
生
委
員
会
は
、
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、 

機
構
に
特
別
公
的
管
理
銀
行
の
株
式
の
譲
渡
そ
の
他
の
処
分
を
行
わ
せ
る
こ
と
等
に
よ
り
特
別
公
的
管
理
を
終
え
る
も
の
と 

す
る
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
破
綻
処
理
費
用
の
最
小
化
原
則
に
基
づ
き
、
長
銀
の
資
産
価
値
の
下
落
等
に
よ
る 

国
民
負
担
の
増
大
を
極
力
回
避
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
預
金
者
等
の
保
護
、
信
用
秩
序
の
維
持
等
を
図
る
観 

点
か
ら
、
で
き
る
限
り
早
期
に
長
銀
に
係
る
特
別
公
的
管
理
を
終
了
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 



 

九 

十
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
「
債
権
を
整
理
す
る
」
が
何
を
指
す
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
基
本
合
意
書
に
お
け
る
長
銀
の
譲
渡
に
係
る
枠 

組
み
に
お
い
て
は
、
特
別
公
的
管
理
終
了
後
三
年
間
、
長
銀
は
、
貸
出
関
連
資
産
に
つ
い
て
い
わ
ゆ
る
瑕か

疵し

担
保
方
式
に
よ 

り
軽
減
さ
れ
る
リ
ス
ク
以
外
の
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
特
別
公
的
管
理
終
了
後
三
年 

間
が
経
過
し
た
後
に
お
い
て
は
、
我
が
国
に
お
け
る
一
民
間
金
融
機
関
と
し
て
通
常
の
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
と
な
る
も
の
と 

考
え
て
い
る
。 

十
一
に
つ
い
て 

株
式
会
社
日
本
債
券
信
用
銀
行
（
以
下
「
日
債
銀
」
と
い
う
。
）
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
譲
受
け
を
希
望
す
る
複  

数
の
金
融
機
関
等
か
ら
提
示
さ
れ
た
買
収
条
件
等
に
関
し
て
、
逐
次
金
融
再
生
委
員
会
に
お
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ 

ろ
で
あ
り
、
い
か
な
る
条
件
で
日
債
銀
を
売
却
す
る
か
に
つ
い
て
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

十
二
に
つ
い
て 

金
融
国
会
と
い
わ
れ
た
一
昨
年
夏
の
第
百
四
十
三
回
国
会
で
の
真
剣
な
討
議
を
経
て
成
立
し
た
法
の
下
で
長
銀
の
早
期
譲 

渡
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
我
が
国
の
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
及
び
そ
の
再
生
を
図
る
た
め
、
ま
た
、
我
が
国
の
金
融
シ
ス
テ 



 

一
〇 

ム
に
対
す
る
内
外
の
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

こ
の
た
め
、
で
き
る
限
り
早
期
に
長
銀
に
係
る
特
別
公
的
管
理
を
終
了
す
る
よ
う
、
現
在
、
金
融
再
生
委
員
会
及
び
機
構 

に
お
い
て
、
基
本
合
意
書
を
踏
ま
え
、
長
銀
の
譲
渡
に
係
る
最
終
契
約
の
締
結
に
向
け
て
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
と
の
交
渉
が
進
め 

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
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